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１．医療機関の倒産状況

一般社団法人福岡市医師会

医療機関（病院・診療所）の倒産件数推移
（2000年～2025年）
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※帝国データバンク調査資料をもとに作成

過去最多41件
(病院13、診療所28)
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２．令和8年度診療報酬改定

一般社団法人福岡市医師会

診療報酬改定率の推移(平成20年～令和8年)
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※厚生労働省資料をもとに作成



３．国の医療計画

一般社団法人福岡市医師会

第８次医療計画(令和6年～令和11年)

○病床や人材の確保
○感染拡大時の取組み

①新興感染症

○医療機関の機能分化や連携
○病床再編

②地域医療構想

○地域間・診療科間の医師偏在
○医師少数区域への対応

③医師確保計画

○外来医師偏在指標の設定
○病院・診療所の外来機能分化や連携

④外来医療計画

※医療計画…厚生労働省の基本方針に基づき、都道府県が医療提供体制確保のために作成



４．改正医療法(令和8年4月から順次施行)

一般社団法人福岡市医師会

１．地域医療構想の見直し
①地域医療構想の見直し
②オンライン診療を医療法に定義
③美容医療の規制強化

２．医師偏在是正に向けた総合的な対策
①「重点的医師確保区域」を設定
②「外来医師過多区域」への対応強化
③保険医療機関の管理者の要件化

３．医療ＤＸの推進
①電子カルテの普及目標
②情報共有と二次利用の推進
③支払基金の組織体制見直し

「外来医師過多区域」候補地域
（令和8年1月、厚労省公表）

↓
全国の二次医療圏９か所

↓
「福岡・糸島区域」が該当
※令和8年4月以降、各知事は
「外来医師過多区域」を設定



５．マイナ保険証

一般社団法人福岡市医師会

有効期限

利用可

利用可
※マイナ保険証利用登録をしていない方等に保険者から交付

従来の保険証

マイナ保険証

資格確認書

R6/12/2
「マイナ保険証」
基本の仕組み移行

利用可
有効期限延⾧

R7/12/1
「健康保険証」
有効期限満了

R7/9/19
「スマホ保険証」

順次利用開

利用可
※機器の準備が整った医療機関スマホ保険証

R8/3/19
「健康保険証」
有効期限延⾧
令和8年7月末迄



６．かかりつけ医

一般社団法人福岡市医師会

https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp

R8.1～3 公表
(時期未定)

診療日や診療科目に加え、対応可能な疾患・治療
内容などの様々な情報から全国の医療機関を検索

R8.4～
R8夏頃



７．OTC類似薬

一般社団法人福岡市医師会

OTC類似薬
(医療用医薬品)

OTC医薬品
(一般医薬品)

・市販薬と成分や効果がほぼ同等
・医師の処方箋が原則必要
・保険適用により自己負担1～3割

・薬局やドラッグストアで販売
・医師の処方箋なしで購入可能
・全額自己負担

※OTC…カウンター越し(Over The Counter)に買える医薬品
令和9年3月～
患者に追加負担
(薬剤費の4分の1)



８．福岡市医師会の取組み

一般社団法人福岡市医師会

○ 新たな地域医療構想策定に向けた主体的取り組み
2040年やその先を見据え、地域の実情に即した持続可能な
医療提供体制を再構築

○ 災害対策の充実
大規模災害に備え、行政とより緊密な連携体制の構築を図る

○ 救急医療提供体制の推進
感染症の流行による救急医療の逼迫を防ぐため、医療提供
体制の強化・効率化を推進



９．市民の皆さまへ

一般社団法人福岡市医師会

福岡市医師会では、高齢化がピークを迎える２０４０年を
見据え、地域包括ケア体制の更なる充実や新たな地域医療
構想などの政策を踏まえ、地域の特性を生かした医療提供
体制の充実を図ってまいります
今後とも医療へのご理解ご協力の程よろしくお願い
いたします


